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 ダイバータ板の熱負荷低減の切り札として、非接触

ダイバータプラズマの制御が期待されている。一方、

非接触状況が強くなると放射領域が熱的に不安定とな

り、X点近傍に移動して(X点MARFE)炉心プラズマを
冷却してしまう傾向にある[1]。この熱的不安定性の制
御が重要な課題となっている[2]。 

2次元コードを用いた非接触ダイバータプラズマの
シミュレーションにおいては実験と定量的に一致しな

い場合がある[3]。一方、定量的な再現に向け重要と考
えられる効果を 2次元コードにすぐに組み込むことは
計算時間の観点から不利であると考えられている[4]。
そこで本研究においては、非接触ダイバータプラズマ

の定量的な再現において重要と考えられる効果につい

て洞察を得やすく、特に熱的に安定であることが知ら

れる部分非接触ダイバータプラズマ[1]を扱うことので
きる多層型 1次元ダイバータコードを作成することを
目的とした。 

	
 多層型 1次元コードではスクレイプオフ層(SOL)を 2
本のフラックスチューブに分割しそれぞれのフラック

スチューブにおいて磁力線平行方向 1次元の基礎方程
式を解く。径方向輸送はソース項として扱う。特に炉

心プラズマに近い内側を非接触状態、外側を接触状態

として部分非接触状態のプラズマを再現することを意

図する。磁力線平行方向 1次元の流体方程式は以下で
与えられる[5]。 
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ここでイオンと電子の密度・流速・温度は等しいと仮

定している。 nTP 2= はプラズマ圧力、 35=γ は比熱比、

//,eκ は電子の熱伝導係数である。右辺はソース項で、素

過程としてイオン化反応(励起も含む)、体積再結合反応
(放射再結合反応と三体再結合反応)、荷電交換反応、不
純物放射を考慮する。不純物は炭素不純物のノンコロ

ナ平衡[6]を仮定する。境界条件として、上流側( 0=x )
にはよどみ点の条件、下流側( Lx = )は Bohm条件を課

す。中性粒子モデルとして、次の連続の式を用いる[5]。 
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ここで sはポロイダル方向の座標軸である。中性粒子の

輸送機構として、Franck-Condonエネルギーによる移
流と荷電交換反応による拡散を考える。右辺第二項は

径方向輸送による中性粒子ロスの効果である。境界条

件として次を用いる。 
0, =Γ stagn , ( )divtrapdivn nVη=Γ ,  (7) 

ここで trapη はダイバータ板での中性化率である。 
	
 計算パラメータとして ASDEX-Upgradeを参照した
[7]。まずは単層で解析を行った。中性粒子の径方向輸
送ロスを増やすと、非接触プラズマの定常状態が得ら

れた。このとき非接触フロントより下流の中性粒子密

度分布の勾配が負になっており、中性粒子の逆流が生

じていることが分かった。今後 2層での解析を行う。 
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